
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-08-11

「ゴスペルDeejay」による「キリスト教徒」男性イ
メージ構築 : 男性イメージの操作が社会に与える影
響についての人類学的試論として

(Citation)
神戸文化人類学研究,3:3-32

(Issue Date)
2010

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81003421

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81003421

二宮, 健一



「コスペル� DeejayJによる 「キリスト教f，tJ .'JJt'1イメーシの情築� 

試論として ー1(J;i''γ作が社会に勺える;;例年についての人鎖JM男性イメージの� 

ー'U11 健 ー

はじめに

現夜、ジャマイカでは 「キリスト教徒」の若者たちの11¥1で 「ダンスホール ・ゴスヘル」

と呼ばれる音楽が人気を降している。「ダンスホール ・コスペル」とは、問ji者にいえば、ジ

ャマイカのポピュラ-f. r ダンスホール」i":t の汗楽史ぷを取り込んだゴスベル r~':楽である 。

その歌い手は 「コスヘル� DeejayJと1I引まれ、多くの場合、� }>>II的に1"1心をした 「キリスト教� 

f，tJ .'JJt'1.である。「ダンスホール ・コスベル」や 「ゴスペル� DeejaYJは、 .f'，'¥、「キリスト教� 

i七」をrll心に支持を得ているが、その-)Jで教会コミュニティ� りや縦惑のまなl'外ヵ、ら枇l、1)

ぎしも向けられている。

本論では、現地調貸で?と}られた資料lJをもとに、この 「コスペル� DeejayJによって体現さ

れる男性イメーシ討が教会コミュニティにどのような影料を� l子えているのかをlY:jらかにす

る。これは人類学的な男性性研究において次のような意義を持っている。

人類学的な男性性研究は、峨々な文化における 「男らしさ� (masculinilY)Jのi針1/泌出� 

(perform)のされかたにit怠を払ってきた� [Gutmann1997: 386)，このような研究{士、特に

「マチスモ J と呼ばれる男性の行動規範がÌ'Ì，円されるラテン ・ アメリカや、 「名 ~~f と Ifl: J と

呼ばれる男女の行動規範がtHIされる地中海地域で多くわわれてきている� [Gulmann1997， 

ギルモア� 1994)。これらのtl会に牛きる男性たちの!日1では、川也、的な.'JH'l:イメージにどのよ

うに自己イ メーシを近づけるか、そしてそれを1也弁のliijで遊iI'/(6.(!I¥するかが大きな問題

となる。

ところが現代的文脈においては、これまでの人鎖学的な.'JWI:tt研究が研究対象としてき

た伝統的な文脈の場合とは異なり、 .'JJ性イメーンは i遂行/江~tUされるだけでなく、 j始 1乍の

対象にもなる。

本;J命で扱うジャマイカでは、� 1990年代に現地の州インド諸仏大''{:が、それまでジャマイ

カ人別判� 31に十iされてきた� rl緑、千Y-JJ 41 無氏任Jといった合定的ステレオタイフの見jI'(しj;'j r

をhl(I(Jとして、Y)t'1のジェンダ一役;';11や規範怠l減、iI会化についての調食研究プロジェク

した。� -ι 卜を行った。さらにはその児性イメージを凶作しようとする動きも、微弱ながらの

1991年には、内インド諸島大学の人制学者で、 上記の調台研究プロジェク卜の中心人物で

もあったシェパンスが、「ファーザース� Inc.(Falhers Inc.)Jを創設している。このトfI体はワー

クシ ョップやセミナーなどを開し、たり、何年 「思想的父親� (ModelFalher)J慌の綬与をわ っ

てきた。そのド|的は、ジャマイカの父性(fatherhood)に{、jされたネガティフなイメージを� 
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問題として扱い、「ポジティブな父性のイメージを提示することにより、男性たちがよりよ

い父親になることを助ける」ことであった九これは男性イメージを操作することによって、

現実の男性のジェンダ一実践を変えていこうとする試みであるということができる。

このように男性のイメージを操作することで現実のジェンダ一実践を変えていこうとす

る試みは、近年ますます盛んになってきている。 例えば2009年4月には、青年スポーツ文

化省 (Ministry of Youth， Sports and Culture)内の「女性/ジェンダー問題事務局 (Bureauof 

Woman / Gender A陥 irsJに「男性部 (Men'sdesk) Jが設置されている。ワークショップなど

を通した啓蒙活動がその主な活動内容でおあるが、そのワークショップへの参加者が書いた

新聞投書によると、このワークショップの目的は、「女性との性関係がなければ本当の男に

はなれなしリというようなステレオタイプを捨てさせることであった。また 2009年 10月

からは毎週日曜日の朝に『本物の男の事々 (RealMan Things) ~という男性の問題を話題に

するラジオ番組の放送が行われ、人気を博している。この番組ではレクチャーではなく、

視聴者参加による「本物の男」との対話を通して男性の振る舞いを変えていくことが目指

されている。

男性性研究から男性運動、政府の取り組み、メディアでの啓蒙プログラムへとつながる

こうした動きの中では、男性の周縁性、父親役割の不十分さ、女性に対する暴力、などが

問題とみなされ、それを変えるために男性イメージの操作がなされている。このような男

性イメージの操作は、ジャマイカに限らず、世界各地で行われている男性性研究や男性運

動の中にも見られるはずである。加えて、このような研究や運動とは直接的に関係ない文

脈においても、テレビ、小説、映画などによって従来とは異なる新しい男性イメージが描

かれ、称場されることが少なくない。このような男性イメージの操作が社会にどのような

影響を与えるのかを考察することは、男性性を扱う人類学的研究における課題となりえる。

本論で扱う 「ダンスホール ・ゴスペル」の事例においても、 「ゴスペノレ De句ayJたちが構

築する男性イメージとそれをとりまく動きは、ジャマイカ社会における男性イメージの操

作の動きのひとつとして捉えることができる。

ただし、これは主に教会コミュニティ内部での動きであり、「ゴ‘スペノレ DeejayJが体現す

る男性イメージも、 「キリスト教徒」男性としてのイメージである。この男性イメージを、

教会コミュニティを超えてジャマイカ社会全体に影響力があるものとして捉えることは過

度の一般化だという批判があるかもしれない。しかしジャマイカがキリスト教国であり、

それゆえ上記のような男性を対象とした研究や運動の基底にあるのもキリスト教の倫理規

範であるということや、「ダンスホーノレ ・ゴスペノレJが教会コミュニティの外部に向けても

パフォーマンスされ、それが受容 ・利用されていることを考えれば、 fゴ、スペル DeejayJが

体現する男性イメージがジャマイカ社会全体に対して持つ影響力も無視できない。こうし

た側面については本論の後半部でより詳しく検討したい。

本論の主な目的は、 「ゴ、スペノレ DeejayJが構築し体現する男性イメージと、それが教会コ

ミュニティ、さらにはジャマイカ社会に与える影響を考察することである。この具体的事
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例の考察を通して、男性イメージの操作が社会に与える影響を人類学的に考察するための

概念枠組みの検討を試みたし、。

まず l章では、「ダンスホーノレ ・ゴスペル」が生起している背景を説明する。ここではジ

ャマイカにおけるキリスト教の概説、非「キリスト教徒」男性が「キリスト教徒J男性に

対して抱くステレオタイプ的なイメージについての説明、ダンスホーノレの概説、ダンスホ

ーノレの主役である Deejayがもっ男性イメージの説明を行う。2章では「ダンスホーノレ ・ゴ

スペノレJについて概説し、その後で二人の「ゴ、スペノレ DeejaYJのパフォーマンスを取り上

げ、彼らのパフォーマンスを通して構築されている男性イメージを論じる。3章では、「ゴ

スペノレ DeejaYJが体現する男性イメージが教会コミュニティ内でどのような影響を及ぼし

ているのかを論じる。最後の「考察と展望Jでは、「ゴスペノレD明ayJが体現する男性イメ

ージがジャマイカ社会全体に持ちうる影響について論じたうえで、本論で扱った事例をも

とにして、男性イメージの操作が社会に与える影響を考察するための概念枠組みの構築に

むけた考察を行う。

1. rキリスト教徒」男性のイメージと Deejayのイメージ

「ゴ‘スペノレ DeejaYJの男性イメージがどのように新しく、それがどのような社会的影響

力を持つのかを論じるためには、まず彼らの文化的 ・社会的背景を説明しておかなければ

いけない。それはすなわち、ジャマイカのキリスト教と、ダンスホールで、ある。とりわけ

「キリスト教徒」の男性イメージと、ダンスホールの主役で、ある Deejayの男性イメージは、

次章で論じる「コスペノレD明 ayJの男性イメージと直接的な関係を持っている。本章では、

ジャマイカのキリスト教、「キリスト教徒」の男性イメージ、ダンスホーノレ、 Deejayの男性

イメージ、の順に論述してし、く。

1-1ジャマイカのキリスト教

表 lは 2001年の国勢調査をもとに作表された、「ジャマイカにおける各宗教 ・教派への

『所属』人口」である。この表からは、ジャマイカにおけるキリスト教諸教派およびキリ

スト教以外の宗教のおおよその勢力を読み取ることができる。ただし初めに注釈を加えて

おかなければいけないのは、この表に表されているのはあくまで彼らの宗教的な「所属

(affiliation) J意識であって、それは必ずしも彼らの宗教的なアイデンティティと同じでは

ないということである。しかもその「所属」という語の意味は質問紙では説明されておら

ず、回答者は唆昧な基準で、自分に何らかの関係がある教派を選択回答したものと恩われ

る。この点については後述する。

先に、表 lからジャマイカの宗教情勢を読み取ってみよう。この表では、キリス ト教教

派に「所属」している者がジャマイカの人口全体の約 65%に達している。加えて、 rOther

Religion / DenominationJを選択した者の多くも、回答用紙に選択項目として名前が挙げられ
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lなかった教派や賢官教派の教会に通う人々 で、あると惟� Jljされるので、それを加えると最大で

がJ75%の人々が何らかのキリスト教の教派に 「所属」 していることになる。

キリスト教の教派のうち、� j泣大勢力はべンテコステ派である。選択� I点IIとしてあげられ

ている教派名のうち、へンテコステ派として考えられるものをまとめると 、その 「所属」

人数は約� 33%になる。それに続く 勢力はセブンス ・デー ・ア卜‘ベンディス卜で、約� 11)1'0。

次がハプテイストで約 7 %である。 これらはし、ずれも!日l心を lf~ んじ、 イム道爪 f~J を刷閥的にわ

う教派であるヘ

ポ� l ジャマイカにおける各宗教 ・教派への「所属� j 人11 

Religious Affiliation / Denomination Total Population 号O of Total Male Female 

Jarnalca (全体人口� ) 

ペンテコステ派� 
Pentecostal 

Church of God in Jamaica 

Church of God of Prophecy 

New Testament Church of God 

Other Church of God 

その他のキリスト教諸教派� 

Anglican 

Baptist 

Brethren 

Jehovah's Witness 

Methodist 

Moravian 

Roman Catholic 

Seventh Day Adventist 

United Church 

キリスト教以外の宗教� 

Rastafarian 

Baha'i 

Hinduism 

Islam 

Judaism 

Other Religion Denomination 

No Religion / Denomination 

Not Reported 

2.595.962 

247.452 
124.184 

113.225 

163.912 

215.837 

93.612 

188.770 

24.217 

44.203 

50.024 

20.975 

67.204 

281.353 

64.154 

24.020 

279 

1.453 
1.024 

357 

253.652 

543.902 

72.151 

100 

9.53 

4.78 

4.36 

6.31 

8.31 

3.61 

7.27 

0.93 

1.7 

1.93 

0.81 

2.59 

10.84 

2.47 

0.93 

0.01 

0.06 

0.04 

0.01 

9.77 

20.95 

2.78 

1.275.670 

105.637 

52.320 

49.734 
71.158 

93.310 

42.693 

84.460 
10.626 

18.411 

22.248 

9.746 
31.248 

127.318 

28.165 

20.610 

146 

825 

676 

193 

110.892 

357.637 

37.617 

は.22_ 02旦

141.815 

71.864 

63.492 
92.754 
122.527 

50.919 

104.310 

13.591 

25.792 

27.776 

11.228 

35.956 

154.035 

35.988 

3.410 

133 

628 

348 

165 

142.761 
186.265 

34.534 

出典ジャマイカ統計研究所による2001年国税調査� (JamaicaPopulation Census 2001)より。
ただし、教派・宗教のグループ分けは著者による。� 
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さて、ジャマイカにおいてキリスト教徒としてのアイデンティティは、この表に表れて

し、るような|唆ltj(な 「所属」怠，i哉とは異なるものだ、と先述した。この表では、ジャマイカ

の全人はのおよそ 65-75%がキリスト教の数派に Jii!J!， J していることになるが、 11常的な

場 l!riでは、自分をキリスト教徒として名乗ることができる人は、これほど多くはない。本

論では、円ljI;(r.Jな場而て・自分をキリスト教徒として名乗ることができる人を、キリスト教

徒としてのアイ デンティティを持つ人として考え、「キリスト教徒」と表記して考祭の対象

とする。

一般的にジャマイカでは、「キリスト教徒Jとして自己認識 ・表明するためには、信心を

持っているだけではなく 、「キリスト教徒」としてあるべき生活をしていなければいけない。

Ir

これは、 J二己のように回心を電んじる教派がこの地で優勢であることに起凶する嬰件であ;， 

ると思われる。では、「キリスト教徒Jとしてあるべき生活とはどのようなものなのだろう

か。 しばしば 「キリスト教徒とはキリストのように (Chrisl-/ike)なろうとする者のことだJ

などと i何われ、翌 i~fの中で拙かれているキリストの行動や教えが様すべきものとして語ら

れることもある。 しかし 「キリスト教徒Jとしてあるべき生活をより具体的に規定するの

は、 r !')~ J を同定する道徳倫理である。

ジャマイカの「キリスト教徒Jが 「非j として考えるものは多岐にわたるが、そのなか

でも特に強調されるのは 「婚前性交渉 (fornication)Jr熔外性炎渉 (adllltery)Jをはじめとす

る性的な「罪Jである。

ジャマイカでは新生児の 80%以 kが焔外子として生まれてきている 7)。そのf??止には、 r，ifj

間夫品a(visiting lInion)J r悦習法婚  (co!TIl1lon-lawunion)Jと呼ばれる、法的な結締をnわな

し、異性関係、の慣習がある 。 これらの関係にある男女が子{久をつくることが~\~外子の多さの

原因となっているのであるへまたジャマイカの全世椛のうちの 39.7%でT:nが|止伴f主とな

っているへこの背景には 「母親中心家政 (matrifocalfamily)J 10)とH予ばれる、未婚の母親

や相nが世帯形成の中心となる形態がある。 

rt停Iすl性交渉Jr婚外性交渉J r .lJj問 )d;rt~ J r慣習法婚J といった異性 I~J係をもっ人はたと

えfJ心を持っていても、円 7if的な場 l師で自らを 「キリスト教徒Jとして名乗らない傾向が

強い。反対に 「キリスト教徒」を白』沼、する人は、これらの異性関係が 「非」であると強調

し、自らはそれを避けることにより、 「この世 (world)Jに生きる人々から必異化するかた

ちで 「キリスト教徒」アイデンティティを明僚にすることができるのである。

この他に、ジャマイカのキリスト教の道徳倫理では、飲酒、喫煙、ギ v rJγンブルなども !Jll

として然忌される。「この|止」に生きる人たちが普通に行うこれ らを然忌する ことも、「キ

リスト教徒」のアイデンティティ形成を助けている。その他にも 「界」とされるものの巾

には臨み、 殺し、 l~lEパなどがあるが、これらは社会全体に J生省されたものであるため、 「 キ

リスト教徒jのアイデンティティ形成にさほど重姿な影粋をもたないと与えられる。また、

年配の人や保守的な教会の人からは、)lIlを蕗出しない服装、前夜!で簡素な身なり、 「寧な 

い、従順さなどもiiI手伝6' 「キリスト教徒Jに求められる道徳倫里J!として，jhられることも多 
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いが、若者を中心にその恨拠を疑問便する戸もある。いずれにせよジャマイカでは、 「キリ

スト教徒j アイデンティティはこれらの道徳倫理、その中でも特に性にまつわる道徳倫理!

に基づいた生活を送ることによって得られるものである。� 

1-2 rキリスト教徒J男性のイメージ

ここでは、 「キリスト教徒」男性が、主に非 「キリスト教徒」男性に対して与えるイメー

ジについて論述する。表� lを見ると、各キリスト教の教派への 「所属J人数はおしなへて

男性のほうが女性よりも� l割ヵ、ら� 4割程度少なし、。その一方で� rNoReligion/DenominationJ 

を選択した男性回答者数が女性回答者数の約� 2倍にのぼっている。つまり、男性のほうが

女性よりも教会から距離を置いているということである。実際に日|儲口の教会の礼拝へ集

まっている会衆を見ると、男性の姿は全体の約 4分の� lといったところであり、実際に教

会の活動に積極的に参加している男性の数は表� lから受ける印象よりもさらに少ないとい

える。

ただし、ジャマイカにはキリスト教的な世界観が傑く恨� {τ1~、ており、いわゆる f無神命

者� (atheist)Jは非常に少ない。日ごろ教会の所副� jに参加しない人々の多くも、型苫の治1I世記

に持かれているように神がこの|止を創造していることを信じており、背維の時には神に祈

ったり、教会に行ったりする。表� lで� rNoReligion / Denol11inationJを選択した男性回答者

の多くも、信心を持っていないというわけではなく、ただ教会に関与しておらず、 「所属」

怠識がないというだけだと雌祭できる。

男性が教会と距離を置く理由として、ジャ 7 イカではしばしば、男性は日付;円にも倒jか

ないといけなし、から、という理由や、男性はサッカーなどの他の活動て‘日!曜日の時|苛lを使

うから、などの理由が述べられることもあるが、実際には!ヨ� 1俗円に働く男性は一部のみで

あるし、他の活動も日曜日の午前の数時間の問にしなければいけないわけではなし、。むし

ろ、男性が教会に来ないのは彼らが 「キリスト教徒」男性のイメージを敬遠ーしているから

だと考えられる。

ジャマイカの男性たちの問では、 「キリスト教徒」の男性に対して経蔑を含んだステレオ

タイプ的な見方がされていることが多い。ジャマイカのぺンテコステ派についてジェンダ

ーが]な視点から調査研究を行ったオースティン=ブルースによると、回心してぺンテコス

テ派の 「キリスト教徒」になる男性は 「男らしさJを表現する方法となる(婚矧関係外で

の)性的関係、ギャンブル、飲酒、喫煙などを 「罪深いものJとして放棄しなければいけ

ないため、アイデンティティに難題を受けるのだという� [AlIstin-Broos1997:123]。これはペ

ンテコステ派だけではなく、厳栴さで劣るものの同織にJ j:JJ心を監視する他のプロテスタン

ト系の教会に通う男性たち全般に言えることだろう。

またあるプロテスタント系教会� (HolinessChristian Chllrch)の牧師の論文によると、教会

で、の活iJi)Jが感情の表出を伴う� fソフト Jで 「女っぽし、J もの、学校でのようにじっと座っ

て話しを聞いていなければいけない 「チf共つ{まし、j ものとして男性たちによって見なされ� 

8 



がちであるということも、教会へ通う� 3}性たちの詳細liを!広くしている� [Vassel 1997:24， 

30-3 1]0おー者のフィールドワークにおいても、回心して 「キリスト教徒」になったときに周

凶の児性たちから噺笑されたという必りはしばしば聞かれた。

このように、「キリスト教徒」男性は、 「男らしさ j を欠く存在としてステレオタイプ的

にイメージされている。ただし教会コミュニティを率いる牧師に対しては、これとはまた

別のステレオタイプ的なイメージ化がなされている。

西インド諸島大学の人類学.r，-であるシェパンズは、ジャマイカのHI'iけ事、 「ドロップ ・ハ

ン(DropPan)Jで使われる数字がもっシンボリズムの研究において、 「牧師」と 「児らしさ」、

「祭鹿Jと r が同じ数字でぶされていることを指摘し、民衆の r:~ では牧師が性的3:i性 6:t J

なカと宗教的な力をあわせ持った存在として惣倣されているという説明を)JUえている。彼

によると、ほとんどが女性からなる教会の会衆のリーグーである牧師は、「削Uflのl伴れを率

いる維JblJに将えられる。この動物への響えに暗示されているように、「ジャマイカの宗教

生活には、聖職者とその会衆の女性成員との問での禁じられた性的関係のうわさや非難が

あふれでいる[Chevaness1989:47-48)J。� 

lí1~か(こジャマイカの大衆紙を見ても、!史職者の -!'l: i'Ý-J スキヤングルが頻繁に取り 1:げられ

ている。このようなスキャンダノレ報道は、人々の牧師に対する民感と非難のまなざしを反

映しており、同時にそれを強化しでもいる。 ドロップ ・パンにおいて 「牧師」と 「男らし

さ」が同じ数字に同居していることにも表れているように、女性教会員たちを率いる地位

にある牧師は、このような縦感や批判のまなざしを受けながらも、 「兇らしし、J存住として

イメージされるのである。

また、オースティン=ブルースによると 、牧師は女性教会日たちからもしばしば性的え

魅力を持つ男性としてまなさーされており� [Allslin-Broos1997・154-57)、さらには回心してそれ

までの男らしさの表現方法を般楽しなければならないペンテコステ派の男性たちも、教会

内でのリーダー的ポジションに就くことによって、男らしさを刊一保しようとするのだとい

う� [Allslin-Broos1997:123)0 

このように、 一般的な 「キリスト教徒j 男性が 「男らしさJを欠く仔伝として般侮され

るのとは対照的に、牧師をはじめとするリーダ一的なポジションにある 「キリスト教徒」

男性は、縦惑や非難の対象となりながらも、 「リjらしし、」と凡なされるというアンヒパレン

トなイメージを持っている。� 

1-3ダンスホール

ジャマイカでは、 「ダンスホール� (danechall)Jという� EiEは二つの立味を持っている。音楽

ジャンルとしてのダンスホールという� .@:I味と、ダンスのために型J'外に創出される空間とし

てのダンスホールという芯、I味である。本諭では便宜的にこれらを 「ダンスホール行楽J rダ

ンスホール空間JとI呼び分け、それぞれについて説明する。

ジャマイカのポピュラー音業は、1950年代後半のスカ� (Ska)から、� 1960年代後半には� 
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ロック ・ステディ� (RockSteady)、レゲエ� (Reggae)へ、そして� 1980年代にはダンスホー

/レ行楽へ、という形で流行の形態を作り出してきた。ダンスホール行業の音楽的特徴とし

ては、 「リディム� (Riddim )Jと呼ばれるデジタル録音されたリズム ・トラックに，1世せて� Deejay

(ディージェイ) 11)と呼ばれる歌い手が歌うということが挙げられる。� 

Deejayの::fXnEJWは、アメリカのヒップ ・ホップにおけるラッパーの歌nntょに似ている。

しかし� Deejayの;歌唱法はlR:artではなく、パトワ訴� (Patois) と呼ばれるジャマイカのクレオ

ール子守語で歌われる。ノ什、ワ請は阿アフリカのj!i調是認の特徴を引き紺:~、でおり 、 背の高

低でアクセントをつける。そのため� Deejayの歌唱法も、ラップとは巡い、f(fj~.があり、単

調ではあるがメロディを持っている。

歌詞の凶では 「スラックネス(slackness)Jと呼ばれる性的な内容を鉱骨に歌うものや、 「ガ

ン ・トーク� (gllntalk)Jと昨ばれる、銃を使ったギャング抗争を揃:与したり、銃を比l総的に使

って� IJ分の(能)力を表現するものが多く、このような表現はスカやレゲエに親しんでき

た年配の人々や、「キリスト教徒」たちからの批判のがJとなっている。

ダンスのために野外に創出されるダンスホール空間は、 「セッション� (session)J、あるい

は単に 「ダンスJ rパーティ� Jとも呼ばれる� 12)。ダンスホール空間は、 「サウンド ・ンステム� 

(sollncl systel11)Jと呼ばれるH人・なスピーカー ・セットを含むff特設備を路上や広場に設位

することで作り出される。

首都キングストンでは、 úfl!免あちこちに大小のダンスホール~r:: 1 が出現する。 夕、ンスホ

ール空間で‘は次々と流行のダンスが誕生するが、その'1'には Dlllly Wine (DlItty=ド品な、汚

)、ìt~性交の隠，。01a W lIk (W lIk= Work/-1、1I要をくねらす動き)Wine=い。� す11突き中(Daggarin' 

こと 。 激しい性うどの隠語) など性的な合怠を持つものも多い。 k'(I!~Î って:!tまる若者たちの rjl

には奇抜なファッションの行も少なくない。特に女性は!日lのi滋出皮の高いJ1Jitをヂiた人が多� 

ば公然'1κ汲引もlリファナの版必や7。また、アルコール傾やタバコの販売はもちろん、し、

と行われている ことが多い。� 1二て‘述べたような歌詞だけでなく、ダンスホール空間に見ら

れるこのような行いも、 「キリスト教徒」からの批判の対象となっている。

ダンスホール T~:\'~ と夕、ンスホール空 /1: 1 は、相 1-1 に結びついている。 多くのダンスホール

空間で 「サウンド ・ システム J が流すTf~~はグンスホール 7fJ来であり、 - }j Deejayやプロ

テ‘ューサーたちもダンスホール空間を怠識したrlll作りを1Jっている。

ダンスホールは、ジャマイカにおける主波な娯裂である。大衆紙でも人気� Deejayたちの

動向を倣った記事が大きな;ヰ'1合を占め、人々の夕、ンスホールに対する関心の目玉さをうかが

わせる。特に貧悶肘の人々にとっては、fF通は入場料を取らないダンスホール空間や、ラ

ジオやテレビで欣送され、パスやタクシーの中でかけられ、� CD-Rにコピーされて路J-_て'玄� 

Irltiで売りさばかれるダンスホール音楽は、i最も身近で金がかからない娯楽となっている。� 

r，r，とも深く関わっているため、・'1このようにグンスホールは人々の関心を集め、人々の

社会的彬科力が強いものとして現地では考えられている。新聞紙上でも、ダンスホールの

批判者と擁護者の問で、の議『倫がときおり交わされる。� 
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すで、に触れたように、「キリスト教徒」は頻繁にダンスホールを批判lする。それは、ここ

まで見たように、「キリスト教徒Jが 「非」として見なすような安井;をダンスホールが多分

に持っているからである。教会における語りのなかでもグンスホールはしばしば 「非」や

「この|せのこと� (world)Jを象徴するもののようにJfI，、られる。へンテコステ派などの 「恋

魔払L、」をわう教会では、ダンスホーノレを 「思泌がえ:配する空間Jとするぷ現すら聞かれ

る。� 

1-4 Deejayの男性イメージ

ダンスホールの主役である� Deejayたちの男性イメージはジャマイカ社会においてどのよ

うなものなのだろうか。第一線でr.r.-脱する� Deejayの多くは貧困層出身である。保-.r;.tから

自分の能力を頼りに成功を下に入れた� Deejayの姿は、貧閑照の若者たちに主!rを'7えるもの

である。それゆえ� Deejayを志す若者の数は多し、。キングストンr¥i内には、大小の日米スタ

ジオーが無数にイfイ壬し、既製の 「リディム」を使って附l単に白川lをレコーデイングすること

ができる。その激しい競争のなかで‘成功を手に入れるものはわずかであり、それゆえ� Deejay

は技術を磨くこともさることながら、自分のスタイルを他から差別化することに余念、がな

。よって彼らが体呪する男性イメージも、極言すれば多樋多織なのだが、その'1'でも無し、

法者� (olltlaw)的なイfイ下に|司ー化したフj性イメージは� Deejayによってf4:現される以も代米

的なものとしてダンスホール研究のrj'で扱われている。

ダンスホールについての人類学的研究を行ったストルゾフによれば、ジャマイカ人には

国家権力に挑戦する，1!眠法者(olltlaw)を好む傾向が昔からあるが、現trではギャングスタたち� 

を来たしているという'1行為も行う ーんーで、このような災地的な役古;Wが、犯(gangsters)

[Stolzoff2000: 10]0 Deejayたちはその"炊の'1'でギヤングスタの他所をロマン化し、またその

ハフォーマンスや円常生活を通してギヤングスタ的な役柄を泌出しているという� [Stolzorr 

2000:11]。

ダンスホールをテクス卜研究(I()ft手法で研究するクーハーも、� Deejayが体現するイメー

ジについてストルゾフとほぼ同じ分析を行っている。 ジャマイカでは、いわゆる怒淡的人

物を指して、 「パッドマン� (badm白川Jという再擦が使われるが、� Deejayの多くも 「ガン ・

トーク� Jやステージ ・パフォーマンスをI1lIして白分を 「パッドマンJとしてiiiWうする。 ク

ーハーはそのような性lulを 「パット‘マニズム� (badmanism)Jとl呼ぶ。

に比出している。Illij央11パッドマニズム」の起源のひとつをハリウッドクーパーはその 「� 

彼女によると 「 rQ人li!I地|のヒーローや悪党のJlF.!装Ifiiとイデオロギバッドマニスム」とは、� 'Iiii

一面iでの 『スタイル』を、ジャマイカの若者たちが模倣し適合させることを学び、傾斜主な

社会化の過料の中で精鋭したち~劇的提示 ( th ea trical pose)である� [Cooper2004:146-47]J。彼

女はさ らに、ストルゾフと|日!じようにジャマイカの歴史の中にもその起源を見出している。

「パッドマニスム」には、 「総属させるための鞭打ちに伊1することを犯得したアフリカ系奴

線の人々 の反 j必的エネルギーに起源を持つ、英 8~UI ・ )ft rバンドネス」の土ね (I()伝統も存在� 
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する[Cooper2004:147) Jとし、う。

カルチュラル ・スタディーズ的な手法でダンスホールを研究するホープは、 「パッドマン� 

DeejayJが表現する 「シャツタ� (shotta)J 13)のイメージに注円しているが、これも� r.，:Cの 「ギ

ャングスタ」や 「パッドマン」のイメージとほぼ同じものだといえる。ホープによると 、� 

1998年前後から広く使われるようになった 「ンヤツタ」という請が表象するのは力、攻略

性、強さを持つ個人のイメーシであり、さらに彼が持つ銃は男性のシンボルであり、「硬く、

フアロス的な力一象徴的で永久に直立しているペニスj のイメージを宿している� [Hope 

2006:96)0この 「シャツタJのイメージは、ダンスホールを超えて称賛されており、イーf:fした

ちのIlJlでも、男女を問わず、 「シャツタJという形容が地位と称賛を表すものとして好んで

使われているという� [Hope2006:97)。

本論では、これらの研究者たちが注目寸る 「ギヤングスタ J rパッドマンJ rシャツタ」

のイメージを体現する傾向を 「バット、マニズム」として指り、� De句ayたちの典型的な3H'1

イメージとして従えたい。この 「パッドマニズム」的な男ttイメージを体現する� Deejayた

ちは、 「キリスト教徒Jからの批判の対象となっており、牧師の説教の中で名指しで批判さ

れることもあるような存在である。

ここまで、ジャマイカのキリスト教とダンスホールを概観し、 「キリスト教徒j 男性と� 

De句ayという対照的な:つの男性イメージがあることを述べてきた。一般的に 「キリスト

が体Deejay径侮され、反対に11たちの問で1男らしさ」を欠く存存ーとして男1'H'l:は 「J 1教徒� 

現する 「パッドマニズムJ的な男性イメージは男性たちの問で称代されるものであった。

では、 「キリスト教徒」男性でありながらDeejayでもあり、対照的なイメージが鼠なりあう

はずの 「ゴスペル� DeejayJは、どのような見性イメージを持っているのだろうか。次京で

はまず 「ダンスホール ・ゴ‘スペ/レ」について概説し、その後で二人の 「ゴスペル� DeejayJ 

のパフォーマンスを例として、そこに見られる男性イメーシについて考察する。� 

2 ゴスペル� DeejayJのパフォーマンスにみられる男性イメージ� 

2-1 rダンスホール ・ゴスペル」

前章でふれたように、ダンスホールは 「キリスト教徒」からの批判のがjになっている。

それにもかかわらず、そのダンスホールの行楽的要素を斤lし、てキリスト教的なメッセージ

を伝達しようとするのが 「ダンスホール ・ゴスペルj である。ここでいうダンスホールの

の歌唱法、そしDeejay予ばれるリスム ・トラックの使用、� 11とJリデイム音楽的要素とは、 「� 

て後にみるようなステージ� l二でのパフォーマンスのしかたなどを指している。そのfT楽的

要素を使って伝達されるキリスト教的なメッセージの内容は多岐にわたる。大別すれば、

「 この世」 の腐敗 ・ 堕務 ・ ~]lを批判するもの 、 「悪魔」 との戦いや r ft11 J との I )l.J係を表現す

るもの、 「キリスト教徒j たちを鼓舞するものなどがある。従来のゴスペル音楽と違い、歌

の"即日法が、具体的な状況の描写や、Deejay夜、数が多い?雪と訴りとの中間的な表現形式で� 
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時事的な話題を歌詞に盛り込むことを可能にしているのが特徴的である。また従来のゴス

ペノレ音楽の多くが英語で歌われるのに対し、 Deejayの歌唱法には円?合住所で話されるパト

ワJEが使われるため、その表現もよりローカルな現実味を4H-びている。 

1990年代後平に、当日刑法も人気のある Deejayで、あったスティ γチー (Stichie)とパパ ・

サン (PapaSan)が回心して 「キリスト教徒」となり、 「ゴスへル DeejayJとして活動を再

始動したことが fダンスホール ・ゴスペル」のはじまりだった。それ以前にも教会の似し

で Deejayをする 「キリスト教徒J男性はいたようだが、 「ダンスホール ・コスヘルJが一つ

の音楽的な立場として認知され、また商業化されるようになったのはやはりこの二人の有

"1「がDeejay名 ゴスペル DeejayJになったことによるところが人きい'

「ゴスペル DeejayJとして活動する者の総数を抗日握することは担任しし、。 これはジヤ 7

イカのポピュラー音楽界では、プロフェッショナルとアマチュアの境界があいまいである

ためである。キングストン市内の CD販売府に流通するアルバム  CDを作成している一部の

成功した 「コスヘル DeejayJのぷー本情報を表 2にまとめている。「ゴスヘノレ DeejayJたちの

多くは、かつてギヤンク‘If刊りj、薬物被取、性関係などに平を染めており、彼 らはその経験

について放や祈りの'¥，で積傾的に言及している。 

Itl:俗の Deejayのほとんどは男性であるが、Iゴスペル DeejayJもほぼ全員がJ:H'I=.で、ある。

これは教会の型歌隊のメンバーが女性を'¥-'心に椛li比されているのとは対照的である。彼ら

の多くはぺンテコステ派教会、あるいはぺンテコステ派の影響をうけたカリスマ派教会  1;1 

に通っている。その恕由としては、これらの教会が伝道活動を儲極的にやっており、その

伝道活動を機として 「教われたJ rゴスペル DeejayJたちがそのままその教会に通っている

ということ、およびこれらの教会は礼拝や伝道活動などで音楽を積極的にmい、またポヒ

ュラ一行楽の裂ぷを教会に取り込むことにも比較的]!~￥なので 、 「 ゴスヘル Deejay Jたちに

もパフォーマンスの機会が与えられやすいということが裕げられる。

「ダンスホール ・ゴスペル」のファン屑は、ぺンテコステ派、カリスマ派に|絞らず、幅

広く存在する。年齢層としては、やはり 10代、 20代の若い 「キリスト教徒Jたちにファン

が多い。-}j、年配の 「キリスト教徒」の中には、「コスペル DeejayJたちのハフォーマン

スに見られる攻悠性 ・機株さを批判する人や、彼らが実生活で起こしたいくつかのスキャ

ンダ、ルを取り上げてその素行の怒さを批判する人もいる。

「ゴスヘル DeejayJたちの活動の場は主に教会やキリスト教同体が11う伝道集会や他tし

であり、 「世俗のJダンスホールやコンサートでパフォーマンスすることは締である。メデ

ィアへの露出は、キリスト教系のテレビ局やラジオ川、あるいは片!!;iJlや週木の各んjのゴス

ペル務:組にほぼ限られているが、 Pt通の Deejayt:こちとの人数の比，終を考えれば、特依的な

メディア磁'出の機会が与えられているといえる。

表 2 コスペル DeejayJの基本情報(アルバム CDを発売している者のみ) 
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アー子ィスト名� |性別i生年 i回心した年!回心前回音護キャリア!アルバムCD岨盟� 1量ってい;
p，同� Sao 1 9l11962・� 1997 あり J;パブテスト派の教会で境礼を畳けた憧.Church on出eRock(Ch)へ移動.
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C"i.C 1 9l11986! ・� i 与し� jUnl
同置からDeel8vをはじめた.ゴスペルDeej .2004年ごろから大型コンサートにも出着し省名に伝っているavとしてはめずらしく大牢ll-

碍られたものである.i、著者によるインタビュー.斬聞配車ウヱブサイトを過して!立これら(J)情帽1位� 

tl2，(p)はペンテコステ派を‘� (Ch)はカリスマ派壬哩す.

位3 宇のCDアルバムCD枚強l立、回心佳lこ「コスへルDeejayJとして尭署されたもののみを算入Lている.


「ゴスヘル� DeejayJが体現する リJt'!イ メージは、彼 らの"欽訓やプロモーション ・ビデオ

を過して考察することもできるが、こ こでは観衆との相� ii作mが見えやすいステーシ ・パ

フォーマンスをi!Jjして、彼 らのVJt'lイメ ージの考察をnう。 ここで取り� |げるのは、ガデ

イ ・ガディ� (GoddyGoddy)とフロディガル ・サン� (ProdigalSOI1)と い う現行のシャマイ

カでllkも人気がある 人の 「コスヘル� DeejayJのステージ ・パフォーマンスである。� 

2-2ガディ ・プ/ディのハフォーマンス� 

部監主午豆島ま託ep撚� j読まト一一一一一一一一一一

4内』才f )、!1Jlに、キングストン市2007"1'. 8は� 

'J

のホテルのロヒーにて、ガディ ・ガディにイン

タヒFューを行っている。ここではまず、そのインタビューによって得られた間報を中心{こ、

フィールドワークでね られた制様 、 ~r/J日，' j-L T-およびインターネットを辿して得られた情報

も川い、彼について記述する。そのうえで彼のハフォーマンスを，lL述 ・分析する。

ガディ ・ガディは私が現地調1lをしていた� 2008年から� 2009"1ーにかけて、ジャマイカで

ー を乍う人気の 「コスヘル� DeejayJであった。 このHキJVlの彼は、伝統的な賛美歌をダン

スホール風にリメイクした ・ChkaChiという� rを大ヒットさせており 、大� T家具J古の� CMa ttl

lこ起汀lされたり、人気テレビ苦手組にゲスト ・アーテイストとして出泌するなど 、ゴスペル ・

アーテイストとしては異例の活路をしていた。

その風貌は、決 してハンサムとはいえない。多少ふくよかな体系をした大柄な')J性であ

る。 卜 l膨れの似合しているうえに、口 を / JH けると îiii ，lJ'i:びも宏、い。 1~;にサ ングラスをかけ 、

ホーカーフェイスでクールさを泌出しているが、それでも顔全体;のイ LLさを陀、しきれて、制I

いないところがコミカルな印象も与える。彼自身もステージの|で、� rがあんまり悦いか({ft

ら、みんなは 『仲隙が残りものでこいつを作ったにちがし、なし、』って えったものさ j と笑

いのネタにすることもある。� 
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彼は現住までに 3枚のアルバム CDを発行している。アルバム CDのジャケットではそれ

ぞれ迷彩柄の"fi服、カウボーイ風の LFスーツ、牧師風のtiJ，係シャツなど、コスチューム

的なJJ服装に身を包んでいるが、小さなステージや伝道集会に現れるときには、シャツにジ

ーンズというラフな出で立ちが多い。いつも十字先日のネックレスをつけ、プレスレットを

はめている。

彼の Deejayスタイルは的切れのよい'，'.11であり、他の 「ゴスヘノレ DeejayJと比べても技

術の向さを感じさせる。加えてステージ 卜の彼は 11越したコメディアンでもある。伝道tl

会などでは、欣よりも話のほうが長いこともあるほど。巧みに yR色を変え、ふんだんにジ

エスチャーを使い、 liJURを大いに笑わせる。

彼は 1971年生まれ。彼によると、良い|山j税のもとに育ち、小さい凶には教会に.ituってい

たという。彼の却で同じく「ゴスへル DeejayJのライアン ・マーク (RyanMark)によると 、

その家紋は I12かでも貧しくもない、平均 I((Jな家族。5人兄弟がいて、全w口lじ|山l親からの

付JtoJだ.ったとのこと。父親はよく大きなサウンド ・システムを呼び、地域でダンスホー

ルを聞いていたという。

ガデイ ・ガディは 13歳のときに与くも Deejayとして千干名フロテーューサー 「スライ ・アン

尚校を小:$し、のもとで初レコーデイングを体験したという(Slyand Robbie)Jロビー・ト、

屯気技師として 2年間働いた後、 f・ ' l ~を伴めてみ: j私的に Deejay {，1;'!I!!Jに W念、するようになっ1

た。、'in.'fの彼はスネーク ・7 ン (SnakeMan)という芸名を{吏い、 トッフ ・クラスの Deejay

たちに混じってr;r，'!IlJJしていたが、ヒット 1111には忠まれなかった。 I.il時に彼は、キングスト

ン内にあるカッサパ ・ピース (CassavaPiece)という貧閑地域で 「必土砂川 (GravcYard Crew)J 

というギヤングのリーダーとなっていた。 1 ょ~の弟によると、それは思い友人たちの彩科

を受けた結果だという。

inたちが次々と幣たれfじギヤングのl!日心 している。そのきっかけは、!:fll年に1999彼は  'i'f

分の魂はfl分が死んだら11'分の需:なのではなし、か、1のを見るにつけ、次は1'161て先んでーいく 

地獄へ行くのではないか、と恐れるようになったことにあるという さらに彼1'1身のウェ

ブサイト jのプロフィールによると、 2008年には正式に牧師 (pastor)として叙fTされてい

る

ここでは、2009年 3月に行われた、ジャマイカ故大規模のゴスヘル ・コンサー卜 fファ

ン ・イン ・ザ・サン(Funin the Son)J 川でのガディ ・ガディのハフォーマンスの阪 fーを考察

する。この日の彼の出番はj副長から 2孫t-Iであった。桜織の人った1'1いよっtlFiえのスーツ

、 lhをハフォーマンスしたが、を将ている。彼はこの n数r 以ドはそのうち「非のなさ (Sinless)J 

をハフォーマンスしている際の儀子である。

プjディ ・ガディはステージの(Jij)jに立ち、片手にはマイクを、もう JI'}jの手には l土l 

L、ハンカチを促り締めている。はじめガディ ・ガデイ(士、少し身をかがめ、 yifのトー

ンを下げて放っている。バンドも彼に合わせて fd止を終として治かに ii4-%している 
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「罪は政治家たちに子猫� (puss)のように盗ませる。そして自分の回を!乏しあい� 

(CIIS:;-CUS:;) みたいに安く伝り渡すんだ。j

ここでガディ ・ガディは念にぐっと� ==tTすじを伸ばし、叫ぶようにして歌い始める。

「罪は女の� fーたちにここからヒを� (righlya50 come Up)自くさせる� 1Jこのときガデ� 

要のあたりから弱までを街差している。次11ィ ・ガディはハンカチを持ったほうの手で

に彼は自分の足元を指差しながら叫ぶ。「で、この� Fはブレッド ・フルーツ 18)が焦げあ

がったみたいにffiいんだよ� 1J 19) 

tl=.;IJ:i築く防lし、ていた観衆からは大きな反応が返される。歓声があがり、多くの人が

飛び跳ねている。手に持ったタオルや国旗を頭� tで娠る人も多い。ガデイ ・ガディは

そのままコーラス部分を歌う。

コーラス部分が終わると 、くるっと振り返り、パン卜、に向かつて、「汗拡� (Ievel) 1 

音hl!Jと照不を出し、音祉を再び下げさせる。そして再び観客のほうにluJl<、たガデ

イ ・ガディは、 「聞けよ。ちょっと待って。二人の男が一緒に取るべきじゃないと思

う人は全員、こうやって手を挙げて。Jと、自ら片手を挙げてみせながら観客に呼び

かける。

13多くの人はそれに比、えて手を渇げながら依戸を上げる。口笛をI! らす者もいる。興

語気味の観衆に向かい、ガディ ・ガディは 「そう思うかし、ヮょうし。言わせてもらう

ぞ?ガディ ・ガディを見ていろ。俺をよく見てろよ。Jと言 う� そしていったんノくンo

。」聞けよ。シッに向かい、「と指示を出し、再び観客:。」ゆっくりドのほうに振り向き 「

と言 う。そして次の歌詞を歌い始める。

「罪は男たちに工cゃぬ� (nose)に穴をIJfjけさせる。次のイ占の服をJUてセクシーなポ

要に手を当てるポJI::払いながら彼は次性がよくするように。」を決めさせる(pose)ーズ

ーズをとってみせる。これには観客が爆発的な反応を示す。みな歓喜の表情で、飛び

跳ねる、腹を抱える、� l院を振り上げるなとーの動きを見せる。この反応を兇たガディ ・

ガディは一度歌うのをrJ� 

っているだろ� 1Jと戸をかける。

その問、観客はまだ大笑いしている。女t'1たちが 「ヒーヒッヒ� !J rヒャー� !Jと

向く笑う戸が轡く 。 若い y~ t' lêたちが手の指をピストルの形にし、 頭上に喝げているの

がし、くつも見える。「パッ、バッ、ハツ� !J rブヤカ� !ブヤカ� 1Jなど銃声を模した戸

があがる20)。

再びステージ前方に戻ってきたガデイ ・ガデイは、� r((11:だけがこんなにアティチュ

ード21)を持っているゴスペル ・アーテイストだぜ。，l{tか言ってくれよ、 『アティチュー

ド!~J すると観客から 「アティチュード 1 Jと戸ーが返される。これを受けてガディ ・

ガディは、「もう 一度准備はいいかいつガデイ ・ガディを見ろよ。1企を見ろ。シッ� !J 

というと、冒頭からもう 一度欣い始める。

観客は彼の言葉をi't.¥主派く聞き取ろうとしている。先ほどと� lri]じ箇所にさしかかる� 
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し、ハンドのほうに歩み寄り、「ゆっくり演奏しろって言lfr'1



と、また歓声を上げかけるが、ガディ ・ガディがさらに歌うのをみて、興都を折lえる

ようにして再び11:を傾ける。「罪はJ:lたちにシャネットやパムを捨てさせる。マキシ

ーンもシエロンもだ。そしてチチ ・7 ン� (Chichi man) 22)に変えてしまう。Jここでガ

デイ ・ガディは飛びのくように� 2，3 歩下がり、モテ、ルが~よくときのように足を交差

させて歩いてみせながら次のように歌う。「罪は女の子たちにマッチ(matches)みたい

にホットだと思わーせる� !そしてハゲタカが然い灰� (ashes)の上を歩くみたいなステッ

プをさせるのさ� !Jこれには、 観客もこれまでよりも一層大きな反応を示す。

(:写 r~ 1，2) 	 FI川川�  IheSonでのガディ ・ガディのパフォーマンスの悌子。2009

年 3月 21R (土附 口)。官者船影。� 
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このパフォーマンスの線千からは、ガディ ・ガディが� Deejayの典型的なパフォーマンス

技訟をキリスト教の道徳倫庖!に以さないものへと十f~亘;に組み倖えている様 f を読み取るこ

とができる。Deejayたちはステージ ・パフォーマンスを通して、 「ノミッドマニスムJを体現

するのであるが、これは 「キリスト教iJたちから批判される。 したがってガディ ・ガデiE

ィのように� Deejayのキャリアのなかばにして|日|心し、 「コスペル� DeejayJに転向した者にと

って、白分がこれまで体得 してきた� Deejayのパフォーマンス技法をどうするかが大きな問

題となることは想像に難くない。このl"lil組‘にガデイ ・ガディは、� Deejayのパフォーマンス

技法を悦藍に組み符えることで対処している。

ここで、彼がパフォーマンスしている歌の中では、彼は 「ガン ・トーク 」や 「スラックネ

ス」は放っておらず、むしろ反対にキリスト教の道徳倫理に基づいて「スラックネスj を

批判するような歌詞を歌っている。 この点では彼は� Deejayの表現}j}1三を排除しているとい

えるが、歌詞ではなくパフォーマンス校法へと視点を移すと 、Deejayのパフォーマンスの

典型的な技法が維持されていることがわかる。例えば、このパフォーマンスの中でガディ ・

ガディは、同性愛を間逃いだと思う者は手を挙げるようにと観客に指示をする。ホモフォ

ピアが強いとされるジャマイカにおいて、多くの人々にとってはこの間し、かけに対する若干

えは明らかで・まつり、ほとんどの観'各が手を挙げる。この行為によって会場に一体J惑が創出

される。同性愛者をスケープゴートにしたこの一体感創出の伎法は、ダンスホールでよく

凡られるものである。

もっとも、同性愛はキリスト教的な 「罪」でもあるため、間性愛者の批判自体は、教会

の礼拝でも聞かれる。 しかし この場I(riに見られるようなあからさまなスケープゴート化は、

やはりタンスホールに特有の、攻i将位を含むものである。 これは 「キリス ト教徒」たちに

は&1'日感を党えさせかねなし、。

これに加えて、「ガディ ・ガディを凡ていろ。(金をよく兄てろよ。J r聞けよ。シッ。J r背� 

hl、音� II(!J rゆっくり演奏しろって言ってるだろげなどの、観客やバンドに対する指示

のしかたも、ある種の償暴さを含むものである。牧師が派手なパフォーマンスを行うこと

が多いベンテコステ派やカリスマ派の教会の礼持でも、牧師と演奏者との帰け合いが展開

され、その中で町牧師から泌奏者への指示が出される。 しかしその場合にはここで見られる

ようなあからさまな命令ではなく、より微細な、目配せや手を使った合図であることが多

い。注目を促すために会衆に出される指不も問機で、ある。ガディ ・ガディは牧師であるこ

とも白称しているだけに、スーツを活用してステージ上に立つ彼の姿は教会の鹿上に立つ

牧師の姿を初御とさせるが、同時に� Deejay由来の彼のパフォーマンス伎法は、あまり 「キ

リスト教徒Jが表立って見せることのない、攻撃性や横株さを含むものである。

このように、ガディ ・ガディは攻舷位、織暴さを表現する� Deejayのパフォーマンス技法

を、キリスト教の道徳(命用からは完全に逸脱しない範閉て:''fjって見せている。その攻'取件 、

償 ~t さの表現(ま lìíj1立でみた 「パッドマニズム」の基本的安楽である。 つまりガディ ・ ガデ

ィのパフ ォーマンスは、キリスト教の道徳倫底!の許容範図内で、 「パッドマニズムJを似作t
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的にffHlVi築したものだということができるだろう。

さらにガディ ・ガディは 「キリスト教徒」男性のイメージも|操作している。これは彼が

頻繁にステージ上で披泌する 「却しJ 231の中に見ることができる。この� rdlEし」は彼方、|口|心

した際の体験に込ーづくものである。彼はかつてコミュニティでも千(:1'，なキ、ヤリスト� 

(gyalist)24)であったが、� |日l心 して友だけに誠実になると 、「ソフト� Jになったといって吻l笑さ

れるようになった。彼は最初そんな自分を恥じていたが、ある� il、.1'1'から必りかけられる

という経験をし、自分の行いに自信を持つようになる。その後、教会にiJ]jぅ彼lこ1"1かつて

男たちが近づき 、「あっちに行け，r，il'けワン ・ハーナー� 1Jとれ!日総を飛ばす。「ワン ・バ

ーナー」とは、火口がひとつだけの調理コンロのことて、あり、 一度に守人のb:fl:しか相手

にできない男への侮蔑表現でもある。 この担I~織に対してガディ ・ ガディは、ふんぞり返っ

てポーズをとり 、JI要に手を当てて彼を見つめ、 言ってやったと� hう 「し、いか、� 11flけよ。ワ

ン・ハーナーのほうがいいんだ。なぜならワン・ハーナーのほうが』凋理ガスは長j:.'Jちするか

らなけ

ウ医者は彼がステージでこの語りを行うのを何度か見たことがあるが、必ずこの筒r9rで会

衆は笑いの渦に包まれる。観衆に笑いをもたらしているのは、ガデイ ・ガデイが彼に1"J!t

内れた 「ワン ・ 道徳lli rバーナーJとの抑織に対して、キリスト教がJft iIJll!の主仮 (ttl'は婚外

性交渉や崎前性交渉を然じているJ)という� jF論で対抗するのではなく、性的能力を託明す

る方法をいわば 「多発性」から 「持続性Jへとずらすことによって(fワン ・バーナーのほ

うが性的な力が持続するJ)、相手のぬをあかすような切りかえしを行っていることである。

.9Jキリスト教徒これは、 「� J性が� r を欠くイr.有:として 9WU:こちの川て、 J\~ まれるJJj(9J らしさ J

[kl となる I~.~{干的性規範を本来の文脈であるキリスト教的道徳倫埋から切り離し、性的能力

の鋭い合いという 「男 ら しさ 」 の文脈 l こ íiii~ き換えるという傑作でもある。 これによりガデ

イ ・ガディはキリスト教的な道徳倫理の詞符範囲内で自らの刊� II(j能力の怖さを主張するこ

とを可能にしているのである。

ここまで見てきたように、ガディ ・ガディのパフォーマンスは、「ハット、マニズム」や'1'1:

的能力をキリスト教I1りな道徳倫理の(;1'1年範囲内で表現するものであり、それを過して彼は� 

r9Jらしし、J rキリスト教徒J男性のイメージを偽作的に併榊築しているといえる� 

2-3ブロディガノレ ・サンのパフォーマンス

ダンスホール ・もガディ ・ガデイと岐び、現イ下の 「25))11(Prodigal50プロデイガル ・サン

ゴスペルJを代表する 「ゴスヘル� DeejayJの一人て、ある。wi.はこれまで 3枚のアルハム� CD

を発光しており 、その'1'には世俗のダンスホール7f楽のヒット ・チ� γートでも� I-.N:にラン

ク ・インした耐がいくつかある。また、自身で7f楽レーベルもi道沿し、(也のゴスヘル ・ア

ーテイストたちのマネージメントもれなったり、毎年� 8月に大!日Jのゴスヘノレ ・コンサート

「リチャージ� (Recharge)Jを主催したりするなど、実業家としての倣も持っている。その

ような成功の-hで、� 2008'"ドには彼のマネージャーも務めていた ←去との自í~~lt騒動が活組に 
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もなった。 離帰後に元 11が彼の家庭内総力や浮気を総 ~E した 正l 伝を出版したことで、1Ei.の

人気にも陰りが見えている。

{本その顔立ちは特に端正というわけではなく、どちらかというと無骨な印象を受ける。

絡は中「主l中背である。衣装には凝っているようで、あるときは三つ揃えのスーツ、あると

きは� Tシャツとジーンス、あるときはベストやマフラーなど、係々なJYlこなしを見せる。

プロディガル ・サンは� 1976年に生まれ、キングストンに隣接するセント ・キャサリン教

区の出合で佐Lnに育てられた。13歳のときに組付が亡くなり 、キングストンの悪名高いイ

ンナー ・シティ、リマ� (Rema) に移り住んだ。そこではギヤングの一員として銃を手にし

ていたという。この時期のことは彼自身もメディア等で頻繁に円及しており 、ここでみる

パフォーマンスの|燦にも、 ILhの合間に次のように述べた。

シャツタたちは皆、 俺がかつてス トリートを(1切っていたことを知っているよ。{むた

を後ろのポケッ26)俺たちはブローニング銃を前のポケットに人れ、青い型書・・・・・ちは・

トに入れていた。それからたぶん、真ん中のホケットにはウィード(マリファナ)の

袋が一つ。そんな感じだったよ。

彼は� 1997年に回心している。彼方、巨l心に至った総絡はメディアやステージ上て白はあまり

語られないが、彼が回心後に通っていたチャーチ ・オン ・ザ ・ロック� (Church on the Rock) 

というカリスマ派教会の伝道集会がきっかけだったようだ。彼が 「ゴスペル� DeejayJとし

ての活動を開始したのも、この教会を通じて、� llil時期lに凶心したイl名プロデューサーに出

会ったことがきっかけである。 それ以前には彼は本協的な r.r，.i~ffíillリJ を1fったことはなかっ

た。そのためか、彼の� Deejayのスタイルには、ガディ ・ガディのような技術の高さは感じ

られない。彼の成功は、むしろ彼の過去の経歴を利用した、イメーン演出によるところが

大きし、ようにj芯jつれる。

ここでは� 2009年� 4月� 2 n(木曜日)の伐にキングストンのマックスフィールド通り 

(Maxfield Avenue)で行われた伝道集会で、プロディガル ・サンがゲスト ・アーテイス卜とし

て行ったノミフォ-"7ンスを参照し、彼のイメージ椛築を考察する。マックスフィールド通

りは市内でも犯罪多発で悪名高い場所で・ある。この伝道集会は貧岡地区で 「ダンスホール ・

コスペノレj を用いた伝道府1を行っているプレイス ・ハウス ・ボンバーズ� (PrayzHouseM

Bombard s) と呼ばれるクJループとこの通りの近隣にあるべンテコステ派の教会が I!~ 力し て

開催した。通りに而した小dな円用品所のiIIlの歩道にベニヤ板の小さなステージが組まれ、

その同J!kf，(こ高さ 3メートルほどの大きなスピーカー ・セットが通りに|向かつて倒まれてい

る。ステージの斜め後)jに立てられた折りたたみ式テーブルの|→には、ミキサーやターン

テーブルなどの機材がセットされており、それを� MCの見性が燥作している。ステージを

照らす!照明は無く、術士lの純明かりだけがあたりを照らしている。ダンスフロアになるの

は車道である。人々の多くは両側の歩道に立って、ステージのほうを眺めている。墜に も� 
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たれかかっている人や、物売り用のテーブルらしきものに腰捌けている人もいる。聴衆の

人数は� 50名くらいだろうか。多くは女性だ。音につられてちょっと去に出てきた、といっ

た感じの服装の人が多し、。教会の集まりでは見られない、短いスカートをはいた若い女性

たちも数人いて、踊っている。揚が盛り上がると、人々はどっと� '1<=道に溢れだし、車道を

占拠して出iTIる。通りかかった棋は速度を務とし、人々がよけるのを待って通り抜ける。路

上グ.ンスホールでよく凡られる光波である。 さも楽しげ� lこ杭傾がJに削っている人もいれば、� 

i隆く体をゆするだけの人も、腕組みをして遠巻きに傍観している人もいる。

(:与点 3)マックスフィールド通りでのプロディガル ・サンの八フォーマンスの傑子。� 2009

年・ 4月 2円 (木H話口)。可主将綴影。

伝道集会の終盤、� 23時を回ったころに� MCの紹介を受けてステージに卜がったプロディ

ガル ・サンは、拍手で迎えられる。デザインの人ったジーンズ、チェック柄のセータ一、

マフラーに帽子という!lE熱併の夜にはいくぶん2・苦しいファシションに身を包んでいる。

マイクを持った彼は観衆と少し言集を交わした後、すぐに用意した背師、をかけるように� MC

に指示する。スピーカーから流れてきたのは、彼のヒット曲「ケッチ ・ア・ファイア('Ketch 

a グンスホール ・ゴ.スヘル」である。この舶の� 。伝統的な賛美歌をモチーフにした 「� J ')Fire

rl:hは特に女性や子供ーに人気がある。 このときも背源がかかると瞬時に、何人かの女性が曲

を認識し、熱狂的な歓声を� |げ、踊り始める。 この曲を放し、終えた後、彼は次のように述

へた。

{俗たちはゲットーの出だよ。� 1金たちはギャリソン(garrison)・ヒーフルさ。わかるかし、ヮ� 
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1俗たちはギャリソンを心から愛している。{むたちは代表するのを止めないよ、たと

・・え・ ・ ギャリソンさ。"'1・・俺たちはキリスト教徒だとしても、- .

テレヒで、放映されている。ダンスホール音楽のランキング ・チャートでも、上位にランク ・

インし、「キリスト教徒」ではない人たちの聞でも人気がある曲だ。この由では 「ギャング

Jここでプロディガル ・サンは、自身を 「キリスト教徒」でありながら 「ギャリソン で

もある者として自己呈示している。ジャマイカでは 「ギャリソン」という 誌は、かつて政

l党と癒将していた地域のギャング集団およびそれが統制 力を持つ地 戒を指す言主主として使j

われる 。そのような [ギャリソン」は銃犯罪のイメージと結びついており、当然キリス ト27)

教の倫理観とは相容れなし、。そのため 「キリスト教徒」だが 「ギャリソン でもあるといj

(bllt)う言明は逆説的な響きを持つ。それはプロディガル・サン自身が「キリスト教徒だけど 、

生ギャリソンさ」と、両者を逆説的に接合 していることにも表れている。

J3この』泊りに続いて、彼がパフォーマンスした� 尚は、「キリスト教徒」だが 「ギャリソン� 

でもあるという彼のアイデンティティに基づいた男性イメ ーシを表現するものだった。以

ii HeadCyaan Hot So')J初の曲は、� J[を冷やせ(‘ 。これは彼の最新曲で、ビデオも作られ、r

ZEスタ」への� りかけがされている。その一部では、「ギャングス夕、本当のことを教えてく

(・� 

1!?I J人気がある耐だ。この曲では� 銃を持っているかのように聖 を験て と歌われる。「フずラ

lJツダッダッダッダッ ダッダ、思議の� を流させろ ! と、銃声を模した歌詞が歌われる位IIll

IHI所は特に き下にうけている。ここでは銃は塑必にもとづいた言議を発することの比総とl

れよ、ギャングスタ/木当のギャングスタはアナング28)を殺したりしないだろ」と歌われ

るが、ここでの 「本当のギヤングスタ」という表現には、ギャングスタの泊!也、化が感じら

れる。

次に放ったIIhは、 「溶岩の大地� LavaGrollnd')J。若い 「キリスト教徒」の問でたいへん

((Jして使われているが、やはり銃を持った 「ギャリソンJ Iなイ メージもl喚J包され、それが

人々に宮ばれているといえる。� 

3つ仁lのdhは、fギャリソンへ戻れ(，Back tothe Garrison，)J。このはI1では、実イEの地j疲名

や人物名を織り込みつつ、ギャリソン ・コミュニティの 「ドンj に代わる存在として千1名

な牧師やゴスペル ・アーテイス卜たちを送り込むイメージが"政われる。また 「ラデイカル

なキリスト教徒がストリートを取り戻すぜJと歌う倒所もある。彼は最初のアルバム� CDの

ijタイトルを 『ラデイカル ・プロディガノレ』としたり 、自身の運針するレーベルのよ竹内lを 『ラ

ディカル ・コミュニケーション』と林するなど、 「ラデイカルj という 言葉で自身を炎現す

ることが多い。

この� 3仙のパフォーマンスを通して、プロディガル ・サンは 「キリスト教徒j だが 「ギ

ャリソン」でもあるというアイ デンテ ィティにぷづき、かっそれを補強する')j1"1イメージ

を災現している。「ギ� γリソンJと 「キリスト教徒Jはふつうは相容れないイメージをもっ

ている。この相反するイメージを後合する燥作を通して 「ギャリソンJのイメージは行定ー� 

22 



化され、「キリスト教徒J男性のイメージは 「ラデイカルJなものへと変化させられている。

この 「ラディカル」なキリスト教徒フ:Jt'lのイメージも、ガディ ・ガディの場合と!日lじく、 「バ

ッドマニズム」をキリスト教の道徳倫思!の日午符範囲内で表現したものだといえるだろう。 

3 コスペル DeejayJの男性イメージが教会コミュニティに与える彩轡

この撃では、，1iP容でみた 「ゴスヘル De匂ayJが同情築し体現する男性イメージがどのよ

うに教会コミュニティに影特を与えているのかを見ていく 。

たしかに 「コスペル DeejayJに対しては否定的な意見も聞かれる。しかしその一方で、 「ゴ

スペル DeejayJたちは若い 「キリスト教徒Jたちのよいロール ・モデルとなる、と WI1与す
る声も聞かれる。例えば、市者の調査中には、 「情熱と純潔 男性のな (Passionand Purity 

Melu Chapter)J という思春期|の ~JfJ rキリスト教徒JI古lけのセミナーが聞かれ、ある 「コ

スペル DeejayJがゲストとしてパフォーマンスを行った。後口 、このセミナーの企画者の

月刊にインタビューを行ない、 「ゴスペル DeejayJに対する評価を尋ねたところ、彼は 「ゴ

スペル Deejayたちは、あちら fI (bigand large)ことをして生きて、たくさんの困Jllで大きな 

難を経験し、それでも Uiくとどまっていると いうイメージをも っている。それはただ閉じ

こもっている (beingin the four wallslだけのキリスト教徒というイメージとはー穴なり、男

性たちが自己同一化したくなるものだ。それは男性たちに訴えかける忌も効果的な方法と

なり得る。Jと語った。この他の教会コミュニティ内外の男性に lujけた催しでも 、「コスペ

ル DeejayJが相かれてパフォーマンスすることが多かったが、それは単にエンターテイメ

ン卜の徒供や人寄せためという以上に、 「ゴスペル DeejayJたちが体現する 「男らしし、J rキ

リスト教徒」男性のイメーシの提示という意味が大きいということが彼の首楽から読み取

られる。

伝道集会でも、「ゴスペル DeejayJがHlかれ、パフォーマンスを行うことが多い。例えば

数名の 「ゴスペル DeejayJが通うあるカリスマ派教会は、 f写週円"出口の夜に近隣の貧困地

区で路上伝道集会をわっており、この教会に通う 「コスペル DeejayJがしばしば招かれて

パフ ォーマンスを行っている。彼らがパフォーマンスを始めると、たしかに路地に uiiした

ノtーやトタンで阻まれた家屋から M人かの男性が姿を現し、興味深げに 「ゴスヘル D明 ayJ

のパフォーマンスを眺めている様チが観察できた。

このような伝道集会でも、「ゴスペル DeejayJの男性イメージ(立、教会コミュニティ 部l、1)

だけでなくむしろ外部にむけて樹倒的に提示されている。前市のブロディガル ・サンのパ

フォーマンス場I扇にも登場した、貧困地区で 「ゴスペル DeejayJたちのハフォーマンスを

用いた伝道を行うプレイズ ・ハウス ・ボンパーズを率いる 9Jf1:は、「ゴスヘル DeejayJたち

のパフォーマンスの合間にしばしば次のような祈りをしていた。「教会の牧師たちは女に向

けた説教をしている。だから教会にはリJが来ない。 V:lたちを『放し、』たいのなら、ク)たち

に周くメッセージを説教しなくてはいけない。『怖そうな男たち』はちょっと粗暴に話をし 
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たりする。『ゴスペル Deejad は、ねたちが話しかけることができない兇たちに話しかけて

いる。もっと男たちが救われれば、この国がもっと安全になり 、教会の友性の結婚相手も

培える。 J彼のsiEりに表れているように、 「ゴスペル DeejayJたちの男性イメージは、教会

コミュニティ内部の男性にむけて 「男らししリものとして例示されるだけでなく、教会コ

ミュニティの外部にむけて、伝道の糸口をつかむために、いわば 「対話できる児」として

戦略的に提示されるものにもなっている。このように男性に向けた催しゃ伝道集会では、

「ゴスペル DeejayJたちの男性イメーシの戦略的な利用がされているといえよう。

このような男性に向けた催しゃ伝道集会を介すまでもなく、 「ゴスペル DeejayJが体現す

るイメージは、 「ダンスホール ・ゴスペル」の主な支持層である教会コミュニティの若者た

ちに影響を与えている。多くの社会、少なくとも阿洋近代的な社会において、大入社会の

権威に対して反抗的な姿勢を示すことは、「忠泰期」の若者たちに広く 見られる傾向である 

[cf.ミード 1976:8-10)。音楽はしばしば、若者たちによるその抵抗の文化的表現のための重

要な手段となっている [cf.へブディジ 1986:156-58)。ジャ 7 イカでは大きな教会は青年官官 

(Youlhルlinistry)を設けているが、そこに所属する若者たちも、教会の大人たちに対して、

時として音楽を用いて対抗的な姿勢を取って見せる。

例えば広が訪れたあるぺンテコステ派教会の牧師は、 「ダンスホール ・コスペル Jに対し

て、「教会に攻撃的な要素を持ち込むものだJとして批判的な意見をもっていたが、その教

会の青年部の若者たちは、彼らが教会の敷地内で主催するイベン卜で 「ダンスホール ・ゴ

スペル j を BGMとして用い、また 「コスペル DeejayJをゲスト ・パフォーマーとして招い

ていた。その場でこの青年在日のリーダーである高校生の少女と会話をしたところ、つい先

ほども年配の教会員から 「教会で何という耐を流しているんだ」と谷められたという。 し

かし彼女は 「これは私たちの企|凶なのだから、とーんな音楽を流しでも私たちの自由なのだ j

と 、 .I~~ に介さない傑子であった。 彼女の言葉に表れているように、教会コミュニティの若

者たちは、年配者や役職者が難色を示し、ときに非難するからこそ、ますます 「ダンスホ

ール ・ゴスペル」を支持しているようですらある。

教会コミュニテ ィの大人たちへの反抗を欲求する若者たちにとって、 「ダンスホール ・ゴ

スペル」はその反抗のきっかけをつくり、さらにその反抗的姿勢を心理 ・感情i百で支える

役割を果たしている。この役 ;t;.11は 「ダンスホール ・ゴスペル Jにしか担えない。年配の 「キ

リスト教徒Jにも問題なく受け入れられる従来のゴスペル音楽では、彼らの反抗的姿勢を

演出することはできないし、キリスト教の道徳倫恩に反するメッセーシをもっ世俗のダン

スホール音楽は彼ら 「キリスト教徒 j の~者たちには受け入れ難いものだからである。 こ

の点で 「ダンスホール ・ゴスペル j は、年配の 「キリスト教徒Jがしばしば批判するもの

であり 、なおかつ彼らと同じ 「キリスト教徒Jである 「ゴスペル DeejayJによって歌われ

る音楽であるがゆえに、彼らの反抗を演出することができるのである。

特に教会コミュニティの若い男性たちにとっては、「ゴスペル DeejayJの男性イメーシは、

彼らのアイデンティティ形成のために重裂な怠l床を持っている。 
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教会コミュニティは、若い 「キリスト教徒J男性たちにとって符定的な自己イメージを

築きにくい原境である。その理由の一つは、 I章でみたように、結締相手以外の女性との

性的関係を放棄しなければいけないため、外部の男性たちから 「ソフト Jとして粍蔑され

るということにある。それに加え、次のような事情もある。「男1'1は女性を導く立場にある

べき Jというのがジャ 7 イカの 「キリスト教徒Jの男女の共通了解であり、牧師や長老 (elder)、

執事 (deacon)といった教会コミュニティ内のリーダ一的な役割は、lまぽ)j;¥性によって占め

られている。教会の牧師が雌鶏のi倖れを率いる雄鶏の比l檎でしばしば語られる (1~参照)

ように、このようなリーダー的な役到において自己の能力を示すことは、教会コミュニテ

ィにおいて、男性たちが 「男らしさ Jを示す主主E!な方法である [Austin-Broos 1997:123]。

ところが、 リーダー的な役割には 「霊的に成熟したj年配の男性が就くことが多いため、

若い男性に自己の能力を表現する機会が与えられることは少ない。そのため省い 「キリス

ト教徒J男性にとっては教会コミュニティは肯定的な自己イメージを形成する機会が少な

し、場だといえる。

しかし 「ゴスペル DeejayJたちが人気を悼すようになったことで、教会コミュニティ内

の若い 「キリスト教徒J男性たちがそれを模して Deejayのパフォーマンスをするようにな

った。このことが状況を変えつつある。例えば、 17歳の Aが 「コスペル DeejayJを始めた

のは、当時彼がまだ回心をしていない教会の参列者 (churchgo-er)であったころに、ある

「ゴスペル DeejayJが教会の催しでパフォーマンスをし、少女たちから賞賛を受けている

のを目にしたのがきっかけだった。 自分もそのような政伎を浴びたいという 、「今思えばItll

巡った」理由で 「コスペル DeejayJをはじめ、その後洗礼を受けて 「キリスト教徒Jにな

ったという。この Aの例にみられるように、 「ゴスペル DeejayJを模して教会の催しで Deejay

をすることは、女性たちの前で自分の能力を証明し、肯定的な自己イメージを得る機会と

なり、彼らのアイデンティティの変化を促すことがあるのである。

また、若い 「キリスト教徒」男性たちのアイデンティティは、 )1: rキリスト教徒」男性

と自己を対比させることによって形成されるものでもある。この点で、「キリスト教徒J男

性は 「ソフト Jであると外部の男性からしばしば峰蔑されるため、 「男らしし、」という自己

イメージを侍ちにくいという事ti'J'があった。 しかし 「ゴスペル DeejayJを縦したパフォー

マンスを行う若い男性たちは歎の中でこの関係を逆転することができる。

例えば、 23歳の Bは精力的に活動する駆け出しの 「ゴ‘スヘル De匂ayJである。彼は目立

って身長が{尽く 、そのことで人から笑われることもある。しかし、彼はそれを逆手にとり、

歌の巾では 「ガンマンJrハッドマン」と対峠し、 「罪とは高い悠物のようなもの。:忍!躍が

とひるむことなく説得する保チをうたう。パフ。」押せば、おまえはすぐに死んでしまうぞ

ォーマンスの|燃には、円の前に立つ 「ガン7 ンJ rパッドマンJを卜から見上げるようにし

て語りかけるポーズをとり、人々を笑わせている。これは、「ガン7 ンJ rハシドマンJを

踏み台とした、自己の能力の演出としてとることができる。tJil市でみたようにガディ ・ガ

ディやプロディガル ・サンはパフォーマンスの中で非 「キリスト教徒」を|折Jl!.していた。 
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そのやり� Jjは、彼らを桜して 「ゴ。スペル� De匂ayJをやっている若い 「キリスト教徒」たち

にも引き継がれている。これによって、彼らは 「ガンマンJ rバッドマン」に代表されるよ

うな非 「キリスト教徒J~j性との力関係をそのハフォーマンスの'1'で転積することができ 、

それによってアイデンティティを肖定的に転化することができるのだろう。 さらに;歌!欽欽の4

でで‘は、多くの 「ゴスペル� DeejayJたちがしているように、悪魔や誘;謀、堕Jるなどとの戦い

を武擦やi戦争などの比l怜を使って表現することで、内分の強iさを表現できる。このことも、

彼らが向定的な自己イメージを築くのを助けているといえる29)

以上のように、 「コスヘル� DeejayJが操作的に肉情築し、体現する見性イメージは、教会

によって 「男らし~ 'J rキリスト教徒j 男性のイメージとして'H'I:に向けた似しゃ伝道の場

面で戦略的に用いられ、また教会コミュニティの若い男性たちに;形粋し、彼らが教会コミ

ュニティ内外に対して宵定的な 「キリスト教徒」男性としてのイメージとアイデンティテ

ィを形成するのを促している。

考察と展望

ここまでは 「ダンスホール ・ゴスヘルj が教会コミュニティに与える彬粋をIli命じてきた。

「ゴ、スペル� DeejayJたちのパフォーマンスの場は、ほとんどの場合教会の催しであるため、

その彩粋が見られるのも主に教会コミュニティの内部である。 とはいえ 「ダンスホール ・

ゴスペルJの影響を、教会コミュニティに限定されたものとして考えるべきではない。な

ぜなら、� l先にみたように 「ゴスペル� DeejayJたちのパフォーマンスが、伝道集会などで教

会コミュニティ外部の人々に向けて行われており、また 「ダンスホール ・ゴ、スペル」が非

「キリスト教徒」の聞でも消'ffされているからである。プロディガル ・サンの曲などはし

ばしばジャマイカのポピュラー音楽のヒット ・チャー卜のL:.jILにも� tり、� Jド「キリスト教

徒Jの間でもよく知lられている。また、 「スラックネス」や 「ガン ・トーク� Jのイメージが

つきまとう従来の� Deejayと逃い、クリーンなイメージをもっ 「コスペル� DeejayJたちやそ

の決rtl，は、企業や行政機関にとっても利用しやすい。17'1えばガデイ ・ガディは枕411:電話会

れがスポンサーとなっているタレント発掠!型の人気テレヒ飛車且でゲスト ・アーテイストと

してキャスティングされ、しばらくの問この番組に出品~していた。 また空港のお土政品庖

では、ジャマイカの民版音楽の� CDや、御外でも有名なアーテイストの� CDに交じって 「ゴ

スペル� DeejayJ たちの C D が?~じられている。 さらに独立記念、日の祝祭イベン卜のーっとして

ジャマイカ文化仮興委員会が開催しているパフォーミング ・アートのショー ・ケース、「メ

ロー ・ゴー ・ラウンド� (MelloGoROllnd)Jの 2008年度大会では、出場した十数料lのうち、� 

2組が 「グンスホール ・ゴスペルJを使ったグンスをパフォーマンスしていた。これらは 「ダ

ンスホール ・ゴスペルj の議裂が教会コミュニティの外部にも� ?r保していることを不して

し、る。「ダンスホール ・ゴスペルj が教会コミュニティの外部で引き起こす社会的彬半年はま

だはっきりとは確認、できないが、このような需要が干子夜している以上は、今後その影響が� 
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見られる可能性が大いにある。

最後に、本論で倣った τl~例を踏まえて、リj性イメージの練作がtI~会に与える影響を与察

するためにはどのような概念枠組みが必安なのかを論じておく 。

本命の11頭で述べたように、ジャマイカでは男性i連動、政府の取り手Ilみ、メディアでの

必袋プログラムによる児性イメージの操作が活発化している。「コースヘル� DeejayJたちの男

性イメージの操作fy.JjJト構築も、このような動きのーっとして数えることができるだろう。

イメージが併築さl{，Jしかしジャマイカを含む災訓附カリブ海地域の男性性研究では、リ� 

れ、その操作が11会に;彩料を与えているという視角がとられてこなかった。「はじめに」で

も述べたように、英語閤カリブ海地以の9Wl性研究の中心となってきたのは、� r;Ji紋的Jr無J1

Hf圭」といったカリプ海地域の男性のネガティブなイメージを見広すことを目的として西

インド諸品大学が行った、男性のジェンダ一役割lや社会化に関する淵任研究フロジェクト

であった。 このようなノfースへクティブは、必然的に対象地域における一般的なジェンダ

ーのノ、ターンを取り出すことになり、その一般的パターンから外れた実践の((Aはたとえ

影料力を持つものであってもなおざりにされてしまう。 これでは男刊イメージの操作がれ

会に勺えるi;診特の考察は行えないだろう。なぜなら、保作によって作り1I1されるのは、

般的ハターンにはまらない9H'I:イメージだからである。

ジェング一役割や社会化に11'.11する研究がもっ過度の一般化の問題を反省、的に促え、男

性たちの聞に差異が存存することを前促として、~i'j工科ーを権力/V:l係に将 HR して読みととこ

うとするものとして社会学者コンネルが広めた 「おi権的男性性」の概念がある� [Connell 

概念を用いた研究J1:権的男性i'r4iii・研究でもこの1閥カリブ海地域の別性ヤilf!J;f，2005:76-78]0 

は明えている。 しかし 「崩権j という憶力の問辻・件を不唆する概念が、変化がまさに進行

しつつある状況における入り組んだ力関係、の説明に適しているとは考えられない。この 「ダ

ンスホール ・ゴスヘノレj についてのみ丙えぽ、そもそも 「キリスト教徒j 男性と JI:rキリ

スト教徒J J;)fJのIJに「柿i 呼ぶことができる悶定的な権力関係があるわけではない。I¥ 権」とl

さらに 「コスペル� DeejayJによる男性イメージの傑作によって、少なくとも心型的なl函で

は、 「キリスト教徒j 男性とJド「キリスト教徒JY;)性の関係はより彼維にされており、それ

を� rMli権j という概念を用いて幣sHすることはできそうにない。

このように、 英活圏カリフ'ï11j地域の YWHl:研究は、 f ダンスホール ・ コスヘル J の、 J~例に

見られるような9}性イメージのJ操作とその社会的影特を検討するための慨念枠組みを備え

おらず、適切な概念枠組みを新しく作り出す作業が必要である。 さらにいえば、この動き

はジャマイカだけではなく、他tJ会にも同織に見られるものとして与えられるため、人類

学的なリm科研究にとっても、この慨;念枠組みは必要だといえる。

この新たな概念枠組みを作り出すためには、人頒学における 「も:体化」のt議論� [太 JJ] 

1993・391，riij)ll 2004:88-134，rl;問� 2005:149-82]、あるいはジェングー研究における 「パフォ� 

- 7ティビティ 」の概念が参考になると考えられる� [ハトラー� 1999・228-48]，しヵ、しそのど

ちらを参考にするにしてもよU!Jとなるのは、男性個人が社会における即位的男性イメージ� 
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や規範などに影響3されながらもアイデンティティを燥作的に十時築するという主体論的次元

と、それが他の人々に影響を与え、さらには社会的に共イfされた底!忽的男性イメージや規

範を刷新するという社会 ・コミュニティ治的次元の聞の循環性をどのように説明できるか

ということである。これは稿を改めて議論することとする。

く謝辞>

;f>:;倫のもとになった調査研究所動は、日本学術振興会特別研究員if;1i立 (DC)の支媛によ1

って可能になった。 ここに記して感加申しあげたい。本論文を十九乍するにあたり、指i持教� 

1守である柴田{を子先生、所属プロジェク卜 ・リーダーの岡田浩樹先生にはひとかたならぬ

ご指導をいただいた。その他にも本研究科の先生方、学生諸氏から多くのご指導、二万J言

をいただいている。また、 ー:名の匿名査読者からも多くの省益なご指摘、ご批判をいただ

いた。以上の方々にこの場を借りて深く御礼巾し上げたい。� 

1)木称，:，で用いる資料は主に� 2008午、� 8 JJ-2009年� 8月、� 2010年� 2月-3月に行ったジャマイ

カの汁都キングストンでの現地調査で得られたものである。この調査ではゴスペル ・コン

サー卜や伝道集会での参守観事実、 「ゴスペル� DeejayJたちの背楽活動やrI'ffi生活のtU菜、彼" i，¥ 

らの作品の収集、教会関係者やゴ‘スペル関係者に対するインタビューを行った。� 

2)1980年代初期から 「男性性� (masculinity，manhood)Jを主題とした明究が精力日し、それ
らは「男性性研究Jと呼ばれている。 とはいえ、それらの研究に共通 した「男性性」の定
議があるわけではなく、各研究者がそれぞれの研究対象に合わせて燥作的に 「男性性」を
定義している。本論では、意味範囲が広く議論の輪郭をぼやけさせかねない 「男性性」と
いう JEを避け、 「男性イメーシ」に焦点を当てた議論を行う。 ここでは� fイメージ」を、箭
内I玄が美学者の岩械見ーを引用しながらいうように、 「怠織に対して感覚的に現前するもの

i"のすべて」であり、「本質的にf)i言語的な現象Jとして従えておく� [箭内� 2008:181，1931。
手ぶのは、現実の男性個人や然空の男性キャラクターなどによ11男性イメージ」と本論で 「� 

って体現されるこのような 「イメージj である。 この 「男性イメージ」のうち、あるもの
は 「男らしし、」として称揚され、クH'I:のアイデンティティ 、ジェンダ一実践、セクシュア

リティなどを方向づける。� 

3) ジャマイカの人口の� 90%以ヒが県人であり 、現地でこのような貢い方がされるときには

「烈人」の「ジャ7 イカ人男性」がイメージされている。2001年の国勢調盆� (Jamaica 

Population Census2001)によると、ジャマイカの人種 ・民族構成は、黒人が� 91%、混血

が� 6%、インド系、中国系、白人はそれぞれ� 1%未j前である。人種 ・民族の境界線は明|派で

はないが、社会的上層になるほど肌の色がI 層になるほど肌の色が黒Fく、反対に社会的J:'

いという傾向は見られる。� 
であるという話りは、ジャマイカではよく聞JI)(margina)ジャマイカの男性が「周縁的<¥

かれるものである。それは、� 1950"60年代にこの地で人頒学者が行った家版形態の研究の中
でも 云われてきたように、� 15性が家l疾(世俗)において 「無11イ主」で 「周縁的」だという
イメージや、失業率が高く、仕事が:j~}.られずに円中から路 tで‘たむろする男性たちの姿が
自につくということから喚起される、社会の中で男性が 「周縁化j されているというイメ

ージに基づいている。� 

5) 	 問問14;:が資金tU力を必要としていることを報じた新聞記事にみられた代ぷの説明より。� 

('Fathers Incseeks help.' The Gleaner紙、� 2010年� 6月� 11円。) 
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6)歴史的に見れば、まずスペイン領時代のローマ ・カトリック教会が、 1655年のイギリス

によるジャマイカ占領にともない駆逐され、英国国教会 (Anglican)にとって代わられた。

の伝道師がジャマイカに到来し、黒人奴主Itに伝道を開始した。その巾でも最も成長ーしたの

はバプテイスト派であった。 1860年代には欧米の信仰復興がジャマイカにも波及したが、

この地では信仰心の高まりはアフリカ的な要素を含みこむかたちで現れ、 「リパイパリズム 

の人々を吸収して成長したとされる。 

18この英国国教会は黒人奴隷への布教は行わなかった。 世紀後半にはプロテスタント諸派

1910(Revivalism)Jとし、う信仰形態が生み出された。 年代にアメリカから渡来したぺン

テコステ派は、このリバイパリズムに似た'盈ー的安楽を持ちながらも先進国から来た以正な

キリスト教教会でもあるという特徴によって、リパイパリズムの教会に通っていた貧困照

VitalStatistics2003)2003登記局による 年の人口統計 ( によると、すべての新生児のうi)

83.6%ちの が婚外子として生まれてきている。 
ωジャマイカにおいて、多くの男女の夫婦関係は、男性が母親とともに暮らす女性のもとへ

(visitingunion)J訪問する 「訪問夫婦 から始まる。多くの場合、この関係の中で夫!z， は最11l

rm初の子供をもうける。そしてその関係が順調に進めば、その夫品 立同腐を始め、 習位、姉I¥(

(common law marriage)Jと呼ばれる段階に入る。 
(JamaicaPopuJation Cesus2001)ω2001年の国勢調査 による。l1

R. 1950母親中心家族 という語は T.スミスが 年代の論文で初めて用いた用語であるr j10) 

1996: 1410lSmith: 舟規中心家族j は、男女のI~l係が 「訪問関係」 のまま女性が子育てを;r

lSmith:続けるか、夫婦同居の状態から夫が死別、あるいは離別をすることで形成される 

(selectorlJジャマイカでは普通 「セレクター と呼ばれる。本論ではジャマイカで言う 「デ

Deejay DJィージェイ」を と表但し、彼らが上記の とは異なる存在であることを強調する。

Deejay (singer) (Sin y)また、 と歌手 の中間的スタイルとしてンングシェイ と呼ば幻自 

(club)J一方、屋内で行われるものは 「クラブ と呼ばれる。入場料をとるため、客の経12)

済的階層は屋外で行われるダンスホールよりも高めであり 、かけられる音楽の傾向にも進

J Shooter'シャツタ は英語の‘ にあたるシヤ イカのクレオール，活設であり、ギャングr13) 7

J彼らが回心 した当時、その音楽は 「レゲエ ・ゴスペル」と呼・ばれていた。「 レゲエ は 「ダH)

Jンスホール」のように 「スラックネス ガン ・トーク 」を連想させず、より砲やかな特きr
1を持っている。だが、「ダンスホール」のほうが彼らの音楽の特徴をより正 礁に青い表すた

め、現在では 「ダンスホール ・コスペル という好物、がより頻繁に使われている。j

5)カリスマ派教会は、ぺンテコステ派の特徴をほぼそのまま継承しなが ら、ぺンテコステ派1

(non'denominationaではないことを主張し、1!¥¥教派 1l の教会として活動している。首都
キングストンには、いくつかの大きなカリスマ派教会がある。その礼持には、へンテコス
テ派の礼拝に比べて熱狂的な要素は少なく、牧師もより 「知的 な説教を'1)っている。貧j

困層から広がったぺンテコステ派と比べて、会衆には経済的中流層の人が多い印象をうけ
る。ペンテコステ派ではアクセサリーの将用や、女性が帽子を被らずに礼持に参加するこ

rとは栄じられる傾向が強いが、カリス 派の教会はこれらに対してより .L符である。7

1 Other Religion表 の統計調査では、カリスマ派のような無教派の教会に通う人は、 r

2 19976)彼が回心する 年・前の 年にはジャマイカの殺人事件発生ネが靴界以多と 詔われる1

ほどにまで高まり 、危機感が社会に広がっていた 制切であった。H

このコンサートは、毎年春休みのシーズンに行なわれているもので、ステージや音響設li)

備の規綴は園内品大級であるが、入場料は無料て・ある。そのため、多くの観谷ーが集まる。
この年は西インド諸島大学の運動グラウンドで行なわれた。グラウンドの塀のすぐ向こう
には貧困地区が広がっている。観客にはその貧困地区から音につ られてやってきたという 

e

1996: 42J。 
阪を選択して機材にかける担当者は11にあたる、音DJやクラブDJ日本などで言 うラジオ11)

れるものも存在する。 

いがある。 

集団に属するガンマンのことである。 

できる。 1)を選択回答したものと.J1間DenominationJ
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J!ll¥t~1の人も少なくなく、普段教会に通っているような人ばかりではないようであった。 41i一
通のコンサー卜とi主い、会場ではアルコール飲料がフ'じられていないが、そこかしこからマ� 

からの送迎パ11リファナの杏りが傑っていた。 もちろんキングス卜ンから述く雌れた都市青
スでやってきた人もいるなど、このコンサートを 1 1 、'~てに ili くから足を ìillんできた人も多
かった。� 
Ig) ジャマイカでは庭先などに補えられていることの多い果1針。メロンほどの大きさになる

その果実は、焚き火で丸ごと焼いた後に、切り分けて水で炊く調思!法が一般的。� 

1 9) これは~品を i克った!日lの深 l' 1 (bleaching)に対する批判lである。� 

~O) これは「ガン ・ サリュート ( g un salute) Jと呼ばれる、ダンスホール空間における1:t11
のジェスチャーである。� 

2}) ~Ir吾の 「態度 (a ttitud e) Jだが、ジャマイカでは、 「度胸Jr火山さJといった 自(1比一で・肯ι

定的lこ使われる。� 

~2) 同性愛者を Hiすパトワ Jftの話集。 

23) r紅し� (testimony)Jは� r([I'似l告白」と訳されることも多い。これは臼分が回心するに

ヤった経総や、そLi;I;'の'1-'で経験した例!の忠みについて、人々のIfIifIIjてiltることである。� 

24) ノξトワgtlTで、 「女たらし」のこと。リH'I，たちの問では，FJ、伎を込めた必ーI味合いで使われるこ

とが多し、。� 

~.5) フロデイガノレ ・ サン (}&iï} ，[，!、[-)という芸名は、型 _， I}:でイエスが lilt る例え話 uルカによ

る悩音、li:15 ':": 11~32 節 J ) にちなんでいる。 ある こ人兄弟が父親から財産を分与される

が、弟は家を出、財泌を1/;(必で‘使いつくす。 しかし悔し、改めて'Jii¥ってきた彼を父親は温か

く迎え入れるという訊である。� 

。:.:れているホケットサイズの虫、'δ宗教団体により街頭で無料で配布26)

27) キングストンには 「ギャリソン ・エリア」とl呼ばれる区域が数多く作在する。ジャマイ

カの� -.AI攻'3'LPNP (People's National Party)とJLP(Jamaica Labour Party)は、1930

年代に形成されて以来、地域コミュニティに恨ざした選不所副Jで以を獲得し、その見返り

にその地域コミュニティのインフラストラクチャの改誌や(j:氏への職の斡旋を行うという

やりんで政治を行ってきた。その結果として各党の文持b:J或が形成された。さらに� 1970年

代には各政党の政治家が1'1分たちの文作|旦j戒のギャングに銃を支給し、自分たちの区j或を

コントロールさせ、反対政党の支持.{Tを終盤させたといわれる。このように政治とギャン

グが地域コミュニティにおいて癒 ~{i することによ ってギャリソン ・ エリアは形成された。 

1990 年代にはギャングは麻薬の絞愉によって資金を得るようになり、政治家たちを頼らな

:(*]1の抗争による殺人、1mくなったが、地域コミュニティに恨ぎした政治は続き、ギャング� 

数もむしろJ<;"/}JIJしている。

時)アナンダは� 2008 に誘tfj殺人事件の被官にあったk児の名� liij。� 

29)また� Deejayの"即日iムは、公JlJ.i丘のlGJ!?ではなく 、多くの!JJt'lーたちが n市会話で使ってい
るハトワJ丹て'れわれる。これも彼らがより� n然にrl己表現を行うことを可能にしている。
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